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2024年の夏、令和の米騒動とも呼ばれる米の品薄と価格高騰
が発生した。
下のグラフは近年の米の相対価格の推移である。

不作や減反政策、需要の増加など、複数の要因が重なったこ
とが原因とされるが、過去の米騒動と比較すると値上がりの
幅は異常に大きく、どの要因がどの程度影響したのかは明確
ではない。
本研究では、線形回帰を用いて、令和の米騒動の背景を明ら
かにする。

方法
線形回帰モデルはLinearRegressionを使用した。
1.米の値上がりに関係していそうな要因について、さまざま
なデータを集める。

2.欠損値がある場合は、相関の高い他のデータを使って線形
回帰モデルで補う。

3.似た動きをするデータが同時に含まれると多重共線性が起
きるため、相関係数が0.7以上のものはどちらか一方を除
外す。

4.データを標準化する。
5.線形回帰を用いて学習させる。このとき目的関数は米の相
対価格で単位は円/60kg。

6.予測がうまくいかなかった場合は、再度データや手順を見
直して修正する。

7.モデルがある程度正しく予測できるようになった段階で、
結果を分析する。

※回帰係数が大きいからといって、それが原因であるとは限
らない。

結果・考察
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今後の展望

・分析に使うデータを増やし、より正確に米の価格を予測
できるモデルをつくる。
・今回の分析結果をもとに、価格の安定化に向けた改善案
を考える。
・他の作物の価格変動と比較し、米特有の問題点や特徴を
見つけ出す。

下のグラフは、実際の米価とモデルによる予測値を比較した
ものである。

1990年～2023年のデータをモデルに学習させた結果、決定係
数（R²）は0.812となり、モデルはおおよそ8割の精度で米価
を説明できることが分かった。

グラフより、モデルは米価の全体的な傾向は捉えられている
ものの、価格の細かな変動までは正確に予測できていないこ
とが分かった。
この原因として、今回の分析では扱わなかったものが影響し
ている可能性がある。
・インターネットやメディアの影響
 近年は情報が拡散しやすく、 「不作」や「価格高騰」といっ
た話題が広まることで、 買い占めが起き、価格が一時的に上
昇する可能性がある。
・社会的要因
 コロナ禍では外出自粛により飲食業の需要が減り、米価が下
がるなどの影響がある可能性がある。
このように、情報環境や社会情勢の変化が、近年の価格変動
に新たな影響を与えていると考えられる。

使用したデータの詳細は以下の表の通りである。
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